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中央公民館だより 

大寧寺の紅葉 

湯本温泉 音信川 
きらきら橋（いちのせ橋）を望む 

長門湯本温泉 IC 近くの鯉のぼり 

長門ハーモニカサークルのみなさん 

どこか懐かしく心に沁みる 

ハーモニカの豊かな音色と 

多彩な調べ 

ゆっくりと時間が流れ 

心癒されるひととき 



 

 

   

伝
え
た
い 

「ふ
る
さ
と
深
川
」 

シ
リ
ー
ズ
134 

深
川
小
学
校
の
歴
史 

そ
の
三
～
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
国
民
学
校
へ
～ 

  
 

銃
蔵 

 

長
門
市
駅
前 

 

わ
が
家
の
宝
子 

竹森
たけもり

 陽
ひな

向
た

さん （2歳 3か月） 

アンパンマンが大好きです♪

これから、いろんなことに挑戦

していこうね！ 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R4 年 5 月 1 日現在） 

5,996 

5,746 

6,632 

12,378 

（+14） 

（-18） 

（-15） 

（-33） 

中央公民館６月の行事予定 編
集
後
記 

▼
山
の
色
も
椎
の
木
に
代

表
さ
れ
る
新
緑
の
若
葉
か

ら
濃
い
緑
へ
。
菖
蒲
、
あ
や

め
、
杜
若(

か
き
つ
ば
た)

の

紫
に
蛍
の
舞
う
季
節
。
私

は
今
の
季
節
が
一
番
好
き

で
す
。
日
本
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
季

節
。
四
季
は
刻
一
刻
と
移

ろ
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 山
寺
の
庫
裏
の
入
口
落
し
文 

 
 

 
 

中
村 

瀧
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 緑
の
手
空
に
拡
げ
る
大
樹
か
な 

 
 

 

川
村 

雅
春 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 つ
つ
じ
咲
く
山
一
面
の
呼
吸
か
な 

 
 

永
田
美
智
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
月
の
う
た 

 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

大
正
時
代
か
ら
国
際
交
流
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。 

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
深
川
小
学
校

少
年
赤
十
字
団
が
出
来
ま
し
た
。 

少
年
赤
十
字
団
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二

二
）
、
滋
賀
県
の
小
学
校
で
始
ま
っ
た
の
が
日

本
で
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
全

国
で
加
盟
校
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
深
川
小

学
校
も
外
国
の
少
年
赤
十
字
団
に
国
際
通
信

を
送
り
、
そ
の
返
事
が
来
た
こ
と
が
『
深
川
小

学
校
百
年
史
』
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
第
一
校
歌
制

定
。
こ
の
校
歌
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
児
玉
花
外
（
作
詞
）
、
嶋
田
義
夫

（
作
曲
）
で
し
た
。
当
時
の
校
長
で
あ
っ
た
松
岡

唯
介
氏
が
長
門
を
訪
れ
て
い
た
児
玉
花
外
に

作
詞
を
依
頼
し
ま
し
た
。
通
小
学
校
の
校
歌

も
花
外
が
作
詞
し
て
い
ま
す
。 

現
在
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
校
歌
は
、
第
二

校
歌
（
松
岡
唯
介
作
詞
・
嶋
田
義
夫
作
曲
）
と

呼
ば
れ
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。 

昭
和
に
入
り
、
戦
争
が
学
校
教
育
に
も
影

を
落
と
し
始
め
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

に
は
深
川
町
立
深
川
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 

先
輩
の
句
に
見
る
こ
と
ば
「
青
き
踏
む
」 

春
ら
し
き
季
語
知
り
胸
躍
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田 

満
江 

 

ウ
イ
ン
ド
に
映
る
我
見
て
振
り
返
る 

鏡
は
素
直
戻
れ
ぬ
昭
和 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
貫 

勝
代 

 

「
僕
は
ね
」
と
吾
に
は
見
せ
な
い
笑
顔
し
て 

 
 

 
 

 

父
は
受
話
器
の
向
こ
う
の
友
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
下 

映
子 

子どもクラブ 

キッズエクササイズ（３B体操） 

深川地区対抗ソフトボール大会 

親子でリトミック 

わくわく土曜塾 

パター・de・ビンゴ大会 

4（土） 

4（土）・18（土） 

5（日） 

8（水）・22（水） 

11（土）・25（土） 

26（日） 

 

ま
せ
ん
が
、
児
玉
花
外
（
作
詞
）
、
嶋
田
義
夫

（
作
曲
）
で
し
た
。
当
時
の
校
長
で
あ
っ
た
松
岡

唯
介
氏
が
長
門
を
訪
れ
て
い
た
児
玉
花
外
に

作
詞
を
依
頼
し
ま
し
た
。
通
小
学
校
の
校
歌

も
花
外
が
作
詞
し
て
い
ま
す
。 

現
在
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
校
歌
は
、
第
二

校
歌
（
松
岡
唯
介
作
詞
・
嶋
田
義
夫
作
曲
）
と

呼
ば
れ
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。 

昭
和
に
入
り
、
戦
争
が
学
校
教
育
に
も
影

を
落
と
し
始
め
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

に
は
深
川
町
立
深
川
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
に
癒
さ
れ
… 

ロ
ビ
ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

５
月
10
日
（
火
）
、
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
社
会

教
育
関
係
団
体
「
長
門
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
種
類
や
演
奏
方
法
に
つ
い
て
の
お
話
を

交
え
な
が
ら
、
童
謡
や
唱
歌
、
歌
謡
曲
な
ど
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
心
地
よ
い
音
色
が
ロ
ビ
ー
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

地
域
の
方
や
深
川
幼
稚
園
児
な
ど
多
く
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
き
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
口
ず
さ
む
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
演
奏
を
聴
い
た
方
か
ら
は
、
「
懐
か
し

い
曲
も
あ
り
楽
し
か
っ
た
。
」
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
に
癒

さ
れ
た
。
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
も
、
「
お
客
さ
ん
に
聴
い
て
も
ら
え
る
と
練
習
に
も

張
り
合
い
が
あ
り
嬉
し
い
。
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

公
民
館
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ビ
ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
、
登
録
団
体
の
発
表
の
場
、
ま
た
地
域
の
方
々

が
気
軽
に
つ
ど
え
る
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
ロ
ビ
ー
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。 

、 

５
月
14
日
（
土
）
、
今
年
度
初
回
の
わ
く
わ
く
土
曜

塾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
市
内
の
小
学
生
30

名
が
塾
生
と
し
て
参
加
し
、
異
年
齢
に
よ
る
５
つ
の
縦

割
り
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。 

 

初
回
は
深
川
中
学
校
の
畑
で
、
中
学
生
や
深
川
中
お

た
す
け
隊
、
深
川
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
職
員
の
皆
さ
ん
と
芋
苗

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
芋
苗
は
Ｊ
Ａ
か
ら
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
10
月
の
活
動
で
収
穫
す
る
予
定
で
す
。 

最
初
に
中
学
生
も
縦
割
り
班
に
加
わ
り
、
班
内
で
自

己
紹
介
を
し
て
か
ら
作
業
に
移
り
ま
し
た
。
前
日
ま
で

の
雨
で
畑
が
ぬ
か
る
ん
だ
状
態
で
、
塾
生
は
土
に
足
を

と
ら
れ
て
四
苦
八
苦
し
た
り
、
水
た
ま
り
に
集
ま
る
虫

に
怖
が
っ
た
り
す
る
子
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
生

の
リ
ー
ド
も
あ
っ
て
協
力
し
て
作
業
を
進
め
、
終
了
予

定
時
間
を
大
幅
に
繰
り
上
げ
る
ほ
ど
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
泥
だ
ら
け
に
な
り
ま
し
た
が
、
土
に
足
が
埋
ま
っ
た

の
が
面
白
か
っ
た
と
感
想
発
表
で
話
す
子
も
い
る
等
、

雨
上
が
り
の
畑
で
の
中
学
生
と
の
作
業
は
、
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

中
央
公
民
館
を 

み
ん
な
の
力
で
さ
ら
に
元
気
に
！ 

４
月
27
日
（
水
）
、
中
央
公
民
館
運
営
協
議
会
の
総

会
が
開
催
さ
れ
、
公
民
館
登
録
団
体
や
理
事
を
含
め
て

39
人
が
参
加
。
前
年
度
の
活
動
報
告
及
び
今
年
度
の

事
業
及
び
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

公
民
館
は
、
多
く
の
人
が
気
軽
に
「
つ
ど
い
」
「
ま
な

び
」
「
つ
な
が
る
」
地
域
の
社
会
活
動
や
生
涯
学
習
の
拠

点
施
設
で
す
。
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
お
互

い
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
さ
ら
に
魅
力
あ
る
公
民
館
を

み
ん
な
で
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
披

露
す
る
機
会

が
な
い
…
な
ど

発
表
の
場
を

設
け
た
い
と
い

う
団
体
は
ぜ
ひ

お
申
し
出
く

だ
さ
い
。 

 

わ
く
わ
く
土
曜
塾 

開
講 

中
学
生
と
芋
苗
植
え 

公
民
館
力
を
高
め
る
た
め
の 

め
ざ
す
姿 

 

１ 

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り

た
く
な
る
地
域
に
開
か
れ

た
公
民
館 

 

２ 

自
分
自
身
の
向
上
、
学
び

を
大
切
に
す
る
公
民
館 

 

３ 

人
づ
く
り
地
域
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
が

育
つ
公
民
館 

「第
43
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り
」 

９
月
24
日
（土
）・
25
日
（日
）に 

開
催
予
定 

総会の様子 

吉本小百合先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

航
海
安
全
と
大
漁
を
願
っ
て 

妙
現
（見
）祭
、
湊
船
祭 

５
月
19
日(

木)

、
深
川
川
で
小
学
生
に
よ
る
あ
ゆ
の

放
流
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
長
寿
橋
下
流
の
河
川
敷
で

は
深
川
小
学
校
４
年
生
83
人
、
義
隆
橋
付
近
で
は
向

陽
小
学
校
４
年
生
7
人
が
参
加
し
、
約
10
㎝
ほ
ど
に

育
っ
た
あ
ゆ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。 

あ
ゆ
の
放
流
は
平
成
19
年
か
ら
深
川
川
漁
業
協
同

組
合
が
深
川
川
の
環
境
づ
く
り
や
あ
ゆ
の
資
源
確
保
を

目
的
に
行
っ
て
お
り
、
放
流
体
験
は
環
境
美
化
の
大
切

さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
深
川
川
の
13
カ
所
で
計
５
万
匹
の
あ
ゆ
が
放

流
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
約
30
㎝
ほ
ど
に
育
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
ゆ
を
じ
か
に
触
っ
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
「
す
い
か
の
に
お
い
が
す
る
」
と
い
う
感
想
や
、

あ
ゆ
は
漢
字
で
『
か
お
る
う
お(

香
魚)

』
と
も
書
き
ま
す

と
の
説
明
に
は
「
本
当
じ
ゃ
あ
！
」
と
い
う
う
な
ず
き
の

声
が
返
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

早
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！ 

稚
あ
ゆ
の
放
流 

５
月
３
日
（
火
）
、
湊
地
区
の
妙
見
山
に
あ
る
妙
現

社
で
妙
現
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
妙
現
社
は
室
町
時

代
の
中
期
に
長
門
国
の
守
護
代
で
あ
っ
た
鷲
頭
弘
忠
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
500
年
以
上
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
飯
山
八
幡
宮
と
御
所
原
大
神
宮

の
両
宮
司
に
よ
る
神
事
が
行
わ
れ
、
参
列
し
た
湊
地
区

の
漁
業
関
係
代
表
者
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
航
海
の
安

全
と
大
漁
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
妙
現
祭
の
終
了
後
に
は
、
山
口
県
漁
協
湊
市

場
で
湊
船
祭
が
開
催
さ
れ
、
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

五
月
晴
れ
の
青
空
の
も
と
、
今
年
は
大
漁
旗
を
掲

げ
た
４
隻
の
船
が
湊
漁
港
を
出
港
。
宮
司
も
乗
船
す

る
な
か
、
深
川
湾
を
一
周
し
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
１
隻
の
み
の
パ
レ
ー
ド
で
し
た

が
、
今
年
は
賑
や
か
さ
が
戻
っ
て
安
心
す
る
と
と
も
に
、

今
年
一
年
の
大
漁
を
願
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

５
月
13
日
（金
）、
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
に
て
、
青
少

年
育
成
市
民
会
議
深
川
支
部
の
今
年
度
第
１
回
理
事

会
・総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

理
事
会
・
総
会
で
は
昨
年
度
の
活
動
・
決
算
報
告

と
、
今
年
度
の
活
動
案
と
予
算
案
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
、
活
動
案
・予
算
案
共
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

深
川
地
区
の
小
中
学
校
校
長
か
ら
今
年
度
に
入
っ
て

か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
、
長
門
市
駅
前
交
番
か

ら
は
深
川
地
区
で
起
き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る

注
意
事
案
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
ま
ず
６
月
に
３
年
振
り
と
な
る
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
子

ど
も
た
ち
を
深
川
地
区
全
体
で
見
守
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▲妙現社で宮司が神事を執り行った 
 

▲大漁旗を掲げた船が深川湾をパレード 

青
少
年
育
成
市
民
会
議
深
川
支
部 

第
１
回
理
事
会
・総
会 

地
区
の
方
へ
の
お
願
い 

（
長
門
市
駅
前
交
番
か
ら
） 

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
し
な

が
ら
の
「
な
が
ら
見
守
り
」 

●
横
断
歩
道
は
手
を
挙
げ
て 

渡
る
。 

●
児
童
虐
待
と
思
わ
れ
た
ら 

積
極
的
に
１１０
番
を
。 

●
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使

用
に
注
意
。 

 

▲バケツに入ったあゆの稚魚を放流 

▲あゆの生態や水の大切さについて学んだ 


